文人協會銃後の赤誠　　お手の物の名文も加へ、前線へ慰問袋[footnoteRef:1] [1:  1939年11月28日付『京城日報』夕刊] 


朝鮮 (せん)文 (ぶん)人協 (けう)會では國民 (みん)精 (せい)神作興 (こう)週 (しう)間の行事として前線 (せん)將士 (し)へ慰 (い)問袋 (ぶくろ)を送ることにし募 (ぼ)集してゐたが、この程 (ほど)八十個 (こ)集つたので廿日第廿師 (し)団 (だん)へ差 (さし)出した。李光洙會長をはじめ、津田剛、金文輯、李北鳴、李孝石、朴基采、金東煥、金起林、李箕永、宋影氏など、作家、詩 (し)人、映 (えい)畵監督 (とく)、劇 (げき)作家として半島 (とう)文壇 (ぶんだん)に知名の内鮮 (せん)人に數點 (てん)の女性 (せい)も交 (まじ)へて各人自筆 (ひつ)自作、そこはお手のものゝ慰 (い)問文 (ぶん)を同封 (ふう)、それぞれとつて置 (お)きの名文 (もん)句 (く)で半島 (とう)文 (ぶん)化 (くわ)人の銃 (じう)後協 (けう)調ぶりを前線 (せん)に傳へるのである。
【写真】文 (ぶん)人協 (けう)會の慰 (い)問袋 (ぶくろ)
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